
地域実践研究成果報告
ー埼⽟県の取組ー

「⼩・中学校における特別⽀援教育に関する校内研修」について

埼⽟県教育局県⽴学校部特別⽀援教育課 若⽉ 雅⼦
埼⽟県⽴騎⻄特別⽀援学校（令和元年度地域実践研究員） 三好 ⾠昌



本⽇の内容

特別⽀援教育に係る本県の現状と課題

地域実践研究事業に参画して
①昨年度までの取組
②今年度の取組

今後に向けて



１ 本県の現状と課題



学校種 設置数 在籍数 昨年度⽐
⼩学校 ８１４校

560,063⼈ 3,800⼈減中学校 ４４７校
義務教育学校 １校

特別⽀援学校 ４６校 7,898⼈
（幼・⼩・中・⾼）

91⼈増

特別⽀援学級及び通級指導教室で教育を受ける児童⽣徒数

◎⼩学校および中学校の特別⽀援学級・・・９，４１７⼈
◎通級指導教室・・・４，０５２⼈

昨年より７４５⼈増

昨年より１６８⼈増

埼⽟県教育局県⽴学校部特別⽀援教育課 令和元年度「埼⽟の特別⽀援教育」より

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて
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本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

埼⽟県教育局県⽴学校部特別⽀援教育課 令和元年度「埼⽟の特別⽀援教育」より



●特別⽀援学級の設置率
⼩学校 中学校 全体

H28 76.8％ 72.1％ 75.2％
H29 80.6％ 75.2％ 78.8％
H30 84.1％ 78.9％ 82.3％

●通級指導教室の設置数
難聴・⾔語 発達・情緒 合計

H28 104教室 144教室 248教室
H29 110教室 185教室 295教室
H30 115教室 193教室 308教室

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



「インクルーシブ教育システム構築」
に向けたビジョン

「様々な課題がある⼦供たちの可能性を最⼤限に
引き出すことのできる指導⼒を⾝につけた教員
の育成」

第２期教育振興基本計画（平成26年度〜30年度）

平成28年度より
国⽴特別⽀援教育総合研究所
「地域実践研究事業」に参画

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



２ 地域実践研究事業に参画して
①昨年度までの取組



平成28年度〜平成29年度
インクルーシブ教育システムの構築に向けた研修

に関する研究

市町村教育委員会が主催する、⼩・中学校の
校⻑及び特別⽀援教育コーディネーター⽤の
「インクルーシブ教育システム構築に向けた
研修プログラム」を開発

各市町村で「研修プログラム」の
普及・促進

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



〇埼⽟県の⼩・中学校では、特別⽀援教育の質を⾼め
る取組が上⼿く進められていない状況がみられる。

〇⼩・中学校の特別⽀援教育を充実させるためには、
校⻑、特別⽀援教育コーディネーターが中核となって
進めていく。市町村教育委員会が学校を⽀援する必要
がある。

〇市町村教育委員会が主催する、⼩・中学校の校⻑と
特別⽀援教育コーディネーター対象の研修プログラム
を最優先に開発することにした。

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



A市 B市 C市

研修企画書作成

『インクルーシブ教育システム構築に向けた研修
プログラム』 作成・実施

「インクルーシブ教育システム構築」に向けた現状と課題の分析
・現状と課題把握のためのチェックリスト
・市教育委員会でのインタビュー調査
・小・中学校での校長、特別支援教育コーディネーターへのイン
タビュー調査

研修企画書作成 研修企画書作成

・現状と課題把握のためのチェックリストの修正

・課題把握の項目の解説 作成
・内容として押さえておきたいポイント 作成

研修の評価指標 作成・活⽤

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



１．１年間の研修実施計画を作成

２．各研修会を⽴案

３．各研修会を実施

４．各研修会の評価

５．１年間の研修の評価

６．研修計画を⾒直す
→改善、次年度につなげる

研修をPDCAサイクルで企画・実施・評価・改善

「研修プログラム」実施マニュアルの概要
「研修の現状と課題把握のた
めのチェックリスト」を使⽤

「研修アセスメントシート」を
⽤いて、「研修企画書」を作成

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



市町村教育委員会

管理職
特別⽀援教育コーディネーター

⼩・中学校の通常の学級の教員

インクルーシブ教育システム推進に向けた
実践を促進

↓
校内研修等の実施

特別⽀援教育に関する研修研修プログラム

取組の現状が
明確に整理されていない

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



平成30年度〜平成31年度
インクルーシブ教育システムの

理解啓発に関する研究
⼩・中学校の通常の学級の教員

特別⽀援教育についての理解を深め、通常の学
級の中で特別⽀援教育を進めるための効果的な
取組

特別⽀援教育に関する研修
の実態把握

校内研修モデル
の開発

平成30年度 平成31年度

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて
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〇受講したことがある特別⽀援教育に関する
教員研修の内容

n=347

80％以上の教員が指導や⽀援に⽣かしている

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて
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〇特別⽀援教育の推進に向けて必要と考える
校内研修の内容

n＝567

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



〇研修受講により実践に結び付いている
具体的な取組項⽬

研修を受講したことで実践に結び付いている具体的な取組 ⼩学校
実施率

中学校
実施率

整理整頓しやすいように⼯夫 69.9％ 54.9％
視覚的な⽀援 83％ 71.4％
時計やタイマーを活⽤ 89.1％ 61.5％
具体的な数や量で⽰す 57.4％ 34.1％
板書の⼯夫 88.8％ 80.2％
協同学習の⼯夫 87.5％ 83.5％
児童⽣徒の話を聞く 91％ 73.6％
指⽰は短く具体的 79.3％ 73.6％

n=347

※クロス集計結果より

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



特別⽀援教育に関する研修の受講は、特別⽀援教育の視点
を取り⼊れた⽀援・指導を⾏うための有効な⼿段である

より実践に活かせる研修 校内研修

調査より明らかとなった課題
①研修を計画する教員（特別⽀援教育コーディ

ネーター）の経験等により校内研修の⽴案に差
異が⽣じる場合がある。

②研修時間の確保が難しい。
③学校により校内研修実施回数が異なる。

具体的な校内研修の在り⽅について検討

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



２ 地域実践研究事業に参画して
②今年度の取組



・特別⽀援教育に対する理解は深まってきている。
・実際の指導に結びつく研修のニーズが⾼い。
・多忙な中で研修を⾏う時間の確保が難しい。

昨年度の取組から

研究協⼒校で授業を実施し、その授業後の研究
協議会を特別⽀援教育の理解啓発を促す研修の
機会として位置づける。

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

⼩・中学校における校内研修についての研究
－⼩・中学校における⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズに応じた

授業づくりのための研究協議会の在り⽅についてー

研究テーマを設定



① 研究協⼒校（⼩・中学校４校）の教員全員に対
する質問紙調査

研究協⼒校の教員が⾏っている⼀⼈⼀⼈の教育的ニー
ズを意識した指導・⽀援に関する実践事例の収集を⾏
ない、⽇々の指導に⽣かすことができる事例集を作成

→「みんながわかる授業づくりアイデアシート」
を作成

研究の⽅法

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の⽅法

②⼀⼈⼀⼈の教育的ニーズを意識した授業の実施

③授業後の研究協議会において、専⾨性向上のため
の研究協議会の在り⽅等 について検討

→「みんながわかる授業づくりアイデアシート」
を活⽤して、協議の観点として活⽤

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



１ 【⼀⼈⼀⼈の持ち物が整理しやすい⼯夫】
①収納場所をわかりやすくするための⼯夫
②置き場所を決める ③整理整頓の時間を設ける
④⾒本の提⽰ ⑤置き場所の確保⑥その他

２ 【児童⽣徒にわかるように⽰す⼯夫】
①提⽰場所の⼯夫 ②提⽰⽅法の⼯夫
③提⽰のタイミング

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



３ 【集中できる教室環境の⼯夫】
①座席等の⼯夫 ②視覚刺激への配慮
③聴覚刺激への配慮 ④整理整頓 ⑤その他

４ 【授業の⾒通しの持たせ⽅の⼯夫】
①⽬標の提⽰ ②授業の流れを統⼀
③授業の流れの提⽰ ④授業の内容の提⽰
⑤その他

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について



５ 【わかりやすい伝え⽅の⼯夫】
①⾒てわかる⼯夫 ②板書の⼯夫
③指⽰の出し⽅ ④話し⽅の⼯夫⑤その他

６ 【考えをまとめさせるための⼯夫】
①ワークシートの活⽤ ②板書の⼯夫
③話し合い活動
④キーワードやポイントの提⽰
⑤考える時間の確保 ⑥例の提⽰ ⑦その他

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について



７ 【理解を促す学習形態の⼯夫】
①流れを統⼀ ②話し合い活動 ③習熟度別
④座席の配置 ⑤その他

８ 【実態に応じた教材・教具の⼯夫】
①ワークシートの⼯夫
②絵やイラストの活⽤
③⾒やすさへの配慮
④具体物、半具体物の提⽰
⑤ICTの活⽤ ⑥その他

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について



９ 【児童⽣徒が⾃分の考えを伝えやすい⼯夫】
①型・ルールの提⽰ ②雰囲気の醸成
③考える時間の確保 ④⾃信が持てる⼯夫
⑤発表の機会の確保 ⑥その他

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について



本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

「みんながわかる授業づくりアイデアシート」について



授業実施（Do）

「⼀⼈⼀⼈の教育
的ニーズに応じた
授業づくり」の実
践

研究協議（Check）
「教師の良かった⼿⽴て」
「児童⽣徒の困っていた様⼦」
「次時に向けてのアイデア」に
ついてのグループ協議

新しいアイデアの発⾒

「アイデアシート」の
ブラッシュアップ
（Action）

情報の共有

指導案作成（Plan）

「アイデアシー
ト」を参考にし
て指導案を作成

研修モデルイメージ

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



D市 E市 F市 G市

⽇
時

10⽉21⽇
（⽉）

11⽉5⽇
（⽕）

11⽉19⽇
（⽔）

11⽉20⽇
（⽔）

12⽉4⽇
（⽔）

校
種 中学校 ⼩学校 ⼩学校 中学校

教
科

社会
（２年⽣）

外国語活動
（４年⽣）

算数
（５年⽣）

国語
（３年⽣）

研究の概要研究協⼒校での実践

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の趣旨・概要について伝えた上で、指導案
を作成の依頼した。

各校で使⽤している既存の指導案の形式での指
導案作成を依頼した。

指導案検討については、「みんながわかる授業
づくりアイデアシート」を参考にすることを依
頼した。

指導案の中に配慮の必要な児童⽣徒についての
実態の記⼊、座席表の添付を依頼した。

研究協⼒校での実践研究【指導案検討】

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



１ 趣旨の説明 （5分程度）
２ 授業者より （5分程度）
３ グループ協議

個⼈で付箋に記⼊ （5分程度）
グループでの話し合い（30分程度）

４ 全体発表 （15分程度）
５ まとめ （5分程度）
６ 校⻑より （5分程度）
７ アンケート記⼊ （5分程度）

（合計７５分）

（事前の授業参観をすることを前提とした）

研究の概要研究協⼒校での実践研究【協議次第】

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



全体への配慮 個別の配慮
良
か
っ
た
点

課
題
︵
児
童
⽣
徒
の
様
⼦
︶

次
時
に
向
け
て
の
ア
イ
デ
ア

わかる⼯夫

伝えやすい⼯夫

伝え⽅の⼯夫 集中できる環境の⼯夫

学習形態の⼯夫 教材・教具の⼯夫伝えやすい⼯夫

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（D中学校）

【教職経験年数ごとのグループ分け】

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（D中学校）

【教職経験年数ごとのグループ分け】

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（E⼩学校）

グループ編成︓縦割りグループ

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（E⼩学校）

グループ編成︓縦割りグループ

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（F⼩学校）

グループ編成︓縦割りグループ

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（F⼩学校）

グループ編成︓縦割りグループ

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（G中学校）

グループ編成︓学年ごと
研修時間︓４５分
（協議の時間を２０分とした）

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究の概要研究協⼒校での実践（G中学校）

グループ編成︓学年ごと
研修時間︓４５分
（協議の時間を２０分とした）

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



研究協議の話し合いから（⼀部抜粋）
【良かった点】
・⿊板の周囲の掲⽰物が少なくて良かった。（２－①）
・座席の配慮（３⼈組）は話し合いをしやすい組み合わせに

なっていた。（３－①）
・本時のねらいをしっかりと伝えていた。（４－①）
・授業者の発問、説明がシンプルでわかりやすかった。

（５－③）
・ワークシートがノートに貼りやすい⼤きさでよかった。

（８－①）
・机間指導の助⾔が適当で、⼦どもたちが安⼼して活動

に取り組めていた。（９－②）

研究の概要研究協⼒校での実践

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



【課題（児童⽣徒の様⼦）、次時へのアイデア】
（⼀部抜粋）

・授業の流れに⾒通しを持てていない児童が⾒受け
られた。
→授業の流れを視覚化して提⽰をする。（４－③）

・活動の説明の時に、児童がカードの⽚付けをするな
どしていた。
→児童が「聞く」「話す」等に集中できるよう活動

は⼀つずつになる様に指⽰をする。（５－③）

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要研究協⼒校での実践



【課題（児童⽣徒の様⼦）、次時へのアイデア】

（⼀部抜粋）

・ICTの活⽤は良かったが、より効果的に使⽤でき
ると良い。
→図形が動くなど、視覚的にわかりやすい提⽰⽅

法を検討。（８－⑤）

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要研究協⼒校での実践



①「みんながわかる授業づくりアイデアシート」は
役⽴ちそうですか。

役
⽴
つ

ま
あ
役
⽴
つ

あ
ま
り

役
⽴
た
な
い

役
⽴
た
な
い

D市
（中学校） 14 11 0 0
E市

（⼩学校） 16 12 0 0
F市

（⼩学校） 13 7 0 0
G市

（中学校） 16 4 0 0
全体 59 34 0 0

63%

37%

全体

１ 役⽴つ

２ まあ役
⽴つ

３ あまり
役⽴たない

４ 役⽴た
ない

n=93
無回答除く

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要事後アンケートから



②研究協議で話し合った内容は、これからの⽇々の
指導に⽣かすことができそうですか。

で
き
る

ま
あ
で
き
る

あ
ま
り

で
き
な
い

で
き
な
い

D市
（中学校） 15 9 1 0

E市
（⼩学校） 20 9 0 0

F市
（⼩学校） 14 6 0 0

G市
（中学校） 15 4 1 0

全体 64 28 2 0

68%
30%

2%

全体

１ できる

２ まあできる

３ あまりでき
ない
４ できない

研究の概要事後アンケートから

n=9４

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



③研究協議の時間配分は適当でしたか。
適
当
あ
っ
た

ま
あ

適
当
で
あ
っ
た

あ
ま
り

適
当
で
な
い

適
当
で
な
い

D市
（中学校） 11 12 1 0

E市
（⼩学校） 14 15 0 0

F市
（⼩学校） 12 8 0 0

G市
（中学校） 10 5 4 1

全体 47 40 5 1

51%43%

5% 1%
全体

１ 適当であっ
た

２ まあ適当で
あった

３ あまり適当
でない

４ 適当でない

n=93
無回答除く

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要事後アンケートから



④研究協議のグルーピングは協議を進める上で適当
でしたか。

適
当
で
あ
っ
た

ま
あ

適
当
で
あ
っ
た

あ
ま
り

適
当
で
な
か
っ
た

適
当
で
な
か
っ
た

D市
（中学校） 15 8 2 0
E市

（⼩学校） 17 12 0 0
F市

（⼩学校） 12 8 0 0
G市

（中学校） 14 5 1 0

合計 58 33 3 0

62%
35%

3%

全体

１ 適当で
あった

２ まあ適
当であった

３ あまり
適当でな
かった
４ 適当で
なかった

n=9４

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要事後アンケートから



⑤協議のやり⽅は有効な⽅法でしたか。
有
効
で
あ
っ
た

ま
あ
適
当
で

あ
っ
た

あ
ま
り
有
効
で

な
か
っ
た

有
効
で

な
か
っ
た

D市
（中学校）

20 5 0 0

E市
（⼩学校）

13 16 0 0

F市
（⼩学校）

15 5 0 0

G市
（中学校）

14 6 0 0

全体 62 32 0 0

66%

34%

全体

１ 有効で
あった

２ まあ適
当であった

３ あまり
有効でな
かった
4 有効でな
かった

n=9４

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要事後アンケートから



⾃由記述より
・「アイデアシート」がまとめられていてよ

かった。
・教科は違っても、今後の⾃分の授業に活かせ

ることを知れた。
・他の先⽣⽅（先輩）の考え⽅を知れる良い機

会になった。

研究の概要事後アンケートから（⼀部抜粋）

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



⾃由記述より
・⾊々な視点から授業改善をするための⼯夫や改

善点を知ることができる機会となった。
・特別⽀援教育の視点を意識することで、授業改

善が⾏えると感じた。
・授業者への質問をする時間があると良かった。

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて

研究の概要事後アンケートから（⼀部抜粋）



まとめ

・協議実施後のアンケート結果から「アイデアシー
トの構成・情報」「協議の進め⽅」等について概ね
肯定的な評価を得た。
→無理なく効果的な研修の在り⽅について提案

・教科のねらいを達成するための⼿⽴てとして、⼀
⼈⼀⼈の教育的ニーズ応じた授業づくりの重要性を
意識した協議をすることができた。→指導⼒の向上

・研究協議で話し合われた新しいアイデアを「アイ
デアシート」に追加し、学校のノウハウ
を蓄積することができる。→ 情報の共有

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



３ 今後に向けて



市町村教育委員会

管理職
特別⽀援教育

コーディネーター

⼩・中学校の
通常の学級の教員

研修プログラム

校内研修の⼀考を提案

市町村
教育委員会へ
配布・周知

発信⽅法について
今後の課題

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて



昨年度は３８１名が参加

インクルーシブ教育システムの推進に向けた取組

〇「インクルーシブ教育システム研修会」を実施

受講対象校種
・⼩学校
・中学校
・⾼等学校
・特別⽀援学校
・市町村教育委員会

受講対象者
・管理職
・特別⽀援教育

コーディネーター
・通常の学級の教員等
・指導主事

本県の現状と課題 昨年度までの取組 今年度の取組 今後に向けて


